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１　はじめに
　『学習指導要領解説　特別活動編』（以下『解説』と略記）には、遠足・集団宿泊的
行事のねらいについて次のように示してある。
　
　校外の豊かな自然や文化に触れる体験を通して、学校における学習活動を充
実発展させる。また、校外における集団活動を通して、教師と児童、児童相互
の人間的な触れ合いを深め、楽しい思い出をつくる。さらに…（中略）互いを
思いやり、共に協力し合ったりするなどの人間関係を築く態度を育てる。（『解
説』第３章第４節－（４） 波線は筆者による）
　このことからわかるように、遠足・集団宿泊行事の充実は、子どもたちの「学習活
動の充実」や「人間的な触れ合い」、「人間関係を築く態度の育成」につながるもので、
何よりも「楽しい思い出づくり」に深く関係があるといえる。たしかに、高学年の子
どもたちに「この１年で一番楽しかったことって何か」などと聞くと、「遠足・集団
宿泊的行事」と答える子どもが多くいる。しかし、遠足・集団宿泊的行事には、心配
事も伴う。それは、場合によっては、人間関係を崩し、学習活動に悪影響を及ぼすこ
とも懸念されるからである。子どもや保護者にとって、また教師自身にとっても、か
けがえのない素敵な遠足・集団宿泊的行事にしていくためには、偶然ではなく、必然
の指導が不可欠である。
　本稿では、遠足・集団宿泊的行事の充実に向けた準備と指導のポイントについて、
具体的な実践を通して解説していく。
創大教育研究　第27号：佐生　P149 ～ 154
－150－
ねらい、願い、指導をする。遠足 ･ 集団宿泊的行事の在り方
２　指導の実際　－３つの準備－
　遠足・集団宿泊的行事の準備には、次の「３つの準備」が必要であると考える。
【準備その１】心の準備
　何のための集団宿泊的行事なのか、行事そのものの見通しや期待感をもたせるこ
とは、とても大切である。最も重視すべき準備であるといえる。
【準備その２】歌・遊びの準備
　キャンプファイヤーなどで行う遊びや歌う歌をしっかり覚えて、当日は活動その
ものに集中することは、盛り上がる必須条件といえる。「遊びを楽しめる力」を身
に付けることを意識する。
【準備その３】物の準備
　誰もが考える「準備する物」を指す。懐中電灯や画用紙、マジックなどの文房具、
キャンプファイヤーのときの火の神様の衣装や音楽ＣＤなど。
（１）心の準備
①事前指導で子どものやる気を喚起。
　「子どものやる気スイッチを入れる」…これができれば、集団宿泊的行事に
限らず、様々な活動はすでに半分以上成功したといえる。子どもたちが燃える
ような思いで取り組むように教師が仕掛けていくことがポイントとなる。その
ためには、学級活動（２）希望や目標をもって生きる態度の形成の時間などを
使い、遠足・集団宿泊的行事の目的、日程、係の分担、活動内容などの確認と
共に、望ましい具体的な姿、活動後のクラスや学年の人間関係のあり方などに
ついて知り、皆で話し合う中で深め、それに向けて自分は何を頑張るのかなど
意思決定を行い、活動中、活動後などに振り返ることが出来るようにしていく
ことが大切である。
②活動日記をつけ、日々の活動を総括し、価値付け、明日への意欲につなげる。
　活動日記をつけ、子どもたちはその日の学びを整理し、深めるツールとして
活用する。遠足・集団宿泊的行事に向けた日々の活動も子どもたちの豊かな
学びにつなげていくことが大切である。活動後の簡単な振り返りと、次回の活
動における自分のめあてを書く程度の簡単なものがよい。ポートフォリオとし
て、貼りためていったり、廊下に掲示したり、ファイルに保存したりすること
で、子どもたちの“財産”ともなり、日々の教育活動全体に大きく影響していく。
教師は、それを回収し、コメントして子どもに返す。そうすることで、子ども
たち一人一人の思いや願いを把握することができるだけでなく、コメントを通
して価値付けることができ、次の活動への意欲づけにもなる。
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③事後指導を行い、総括を行い、これからの学校生活や日常生活、また将来の生き
方にまでも意識をもたせる。
　事前の指導を充実させ、一人一人が自分の目標をもって活動し、内容の濃い
宿泊行事を行うことができても、やりっ放しではその教育的効果は高まらない。
必ず、活動の総括の意味を込めて振り返りを行い、教師自身が価値付けるのは
当然のこと、子どもたち同士でも認め合えるような場面を設定していくことが
大切である。
　一連の活動を図式化すると次のように整理することができる。
（２）歌・遊びの準備
　夜、キャンプファイヤーをやる学校も多い。友達や先生たちと歌やゲームなどで
盛り上がるキャンプファイヤーは集団宿泊活動のメインイベントの一つなのではな
いだろうか。しかし、キャンプファイヤーも「やればよい」というものではなく、「教
育的効果の高いやり方」を追究していくことが大切である。
①みんなで“つくりあげる”もの
　まずは、あそびやキャンプファイヤーは“みんなでつくりあげる”という感
覚をもたせることである。おそらく、キャンプファイヤー係などを設けるこ
とと思うが、係の子どもたちを指導するのは当然のこと、そこに参加する子ど
もたちにもきちんと参加する側としての心構えを指導していくことが大切であ
る。具体的には、朝の会や帰りの会で歌の練習をしたり、休み時間を使ってキャ
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ンプファイヤーで行う遊びをやってみたりすること。できれば、学年合同で体
育館などで行うことができればなおよい。最初のうちは歌う声が小さかったり、
遊びにも消極的な態度であったりするかもしれないが、そんなときこそ指導の
チャンスととらえたい。何のためにみんなで遊ぶのか、キャンプファイヤー係
の子どもたちはどんな思いで活動をしているのかなどについて、しっかり指導
することである。それは、“みんなでつくりあげるもの”ということ。キャン
プファイヤー係の子どもだけでなく、子どもたち全員が内容的にも心理的にも
見通しをもてるようになると、進行はスムーズに、そして安心して臨めるよう
になり、充実した活動になる。
②遊ぶも歌うも“全力”で
　どうせやるなら“全力”で行うことが大切である。思いっきり遊ぶ。思いっ
きり歌う。「なんだ、簡単なことじゃないか」と思うかも知れないが、実は全
力で遊んだり、全力で歌ったりすることは、集団として育っていないとなかな
かできることではない。チェックするポイントとしては
　・司会者のかけ声に合いの手を入れるなど、反応しているか
　・なかよしグループ以外とも遊べているか
　・男女関係なくペアになったり、グループになったりできているか
　・ＣＤデッキなしでも、自分たちで歌ったり踊ったりできるか
　「ふざけている」と「活気がある」とは違う。活気のある集団に。楽しい
集団に。適切な指導の下、教師は願い、ねらって指導していくことである。
（３）物の準備
　最後に、懐中電灯や画用紙、サインペンなどの文房具、キャンプファイヤーのと
きの衣装や音楽ＣＤなどの実際に準備する物や係について紹介する。
①持っていく物
・文房具（サインペンや画用紙など）
　雨で外での活動が中止になってしまった場合、室内レクなどに切り替える
ことも多くある。そのようなときに、文房具はとても役に立つ。例えば、宿
で過ごしていく中で子どもたちから「宿の方々にお礼のメッセージを書きた
い」などの提案があったとき、画用紙やサインペンなどの文房具があるとす
ぐに対応することができる。
・懐中電灯
　キャンプファイヤーで司会運営の場所が暗いことも考えられる。ＣＤデッ
キを操作したり、司会台本を照らし読みやすくしたり、とても便利な道具で
ある。
・音楽ＣＤ
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　最低２枚は用意する。活動が盛り上がってきているときに、音飛びを起こ
したり、かからなかったりしたら台無しである。すぐに対応できるように準
備しておくこと。
・電池
　出発式や帰校式、現地での朝会やキャンプファイヤーなどで、ＣＤデッキ
を使ったり、ポータブルマイクを使ったりすると、想像以上に電池を消耗し
ているときがある。予備で１セット以上準備しておくこと。
②係の設定
・班長
　主な活動としては、生活班の代表として全ての係の責任を負う。出発式な
どの司会及び児童代表挨拶など、様々な場面で臨機応変な対応を求められる。
・キャンプファイヤー係
　主な活動としては、キャンプファイヤーの企画運営を行う。歌やダンス、
遊びをみんなに伝え、当日に向けてみんなの心を高める。
・入浴整備係
　主な活動としては、入浴の時間のお知らせと誘導、部屋や脱衣所の整理整
頓、寝具の整理整頓と管理を行う。
・保健係
　検温の指示を出したり、検温カードの配布と回収を行ったりする。朝会の
ときに行う体操の進行を行うなども考えられる。
・食事係
　主な活動としては、食事の準備、片付け、「いただきます」「ごちそうさま」
の挨拶を行う。
　ここで示したものが全てではない。人数など実態に合わせて副班長を設けたり、
入浴と整備を分けて係として位置づけたり、様々考えられる。
　
３　おわりに
　遠足・集団宿泊的行事のような大きな行事はもちろんのこと、小さな行事であって
も、その活動を通して子どもたちにどのような力をつけさせていきたいのか、活動後
の子どもたちの具体的なイメージをもち、指導にあたることがとても大切である。そ
のイメージのもと、事前指導をしたり、役割分担をしたり、具体的に成長した場面を
拾い、価値付けたりしていくことは、指導の充実や子どもたちの豊かな成長につながる。
　学校では、様々な学校行事が行われる。行事を通して育てたい子どもの姿や行事そ
のもののねらいなどについて、教職員間で共通理解し、学校全体で進めていくことが
大切である。
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　様々な学校行事を終えるごとに成長する子どもたちの姿の裏には、最高の準備があ
るものと考える。教師の一工夫が子どもたちの豊かな成長につながると思うと、今日
も張り切っていこうと力が漲るのではないだろうか。
